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特定非営利活動法人　　だーちゃらぼ　

１　事業の成果　　定款上の「事業の種類」ごとに記載してください。

令和４年度は、不登校の子供が利用できるフリースクール運営を中心に置き、下記の通り事業を行った。利用者数はまだ少ないものの、利用をしている子ども達は安定して通っている様子がみられ、支援者との関係が築かれておりフリースクールを自分の居場所として活用していると考えられる。
また11月からは豊島区の『若者等がつくる若者の居場所応援事業』を受託し中学生～20代の若者の居場所支援を行った。従来より幅広い年代にアプローチでき、またこの活動を通じて地域で活動している他団体と繋がりを作ることができた。
以下、各事業の詳細を報告する。
（1） 子ども若者の居場所作り事業
豊島区にある法人事務所にて、不登校などを理由に日中の居場所を必要とする子どもが利用できるフリースクールを運営した。今年度は157日開室し、のべ343人を支援した。フリースクールでは学習支援に加え、コミュニケーションスキルの向上を目的としたプログラム、調理、創作など幅広い分野の体験学習を実施した。
また、放課後の居場所支援としては週に2回『体験学習教室LABO』を、また11月以降は豊島区からの受託事業である『だちゃカフェ』を月に3回土曜日に実施した。延べ147名の小学生～高校生を対象に、ものづくりワークショップなどを通じて居場所支援を行った。ワークショップの講師には、同地区で活動されている他団体・個人をお呼びし、継続的に利用している参加者が飽きずに利用できるよう工夫をした。なおスタッフは精神科クリニックや作業所など集団支援を経験している専門職が中心となり場作りを行うことで、集団としての心理的安全性の確保に注力した。
（2） メンタルヘルスに関わる相談及び検査事業
不登校や発達障害など、メンタルヘルスに関わる相談をオンラインと対面の双方で実施した。今年度は当事者の子ども達だけでなく、子どもへの対応に苦心している保護者からの相談もあり、のべ41名を支援した。新型コロナウィルスの感染拡大を鑑みてオンラインでのカウンセリングを積極的に導入することで、感染状況に左右されることなく安定して支援を実施することができた。
心理検査については希望される方がいなかったため実施しなかった。
（3） 子ども若者のメンタルヘルスに関わる啓発事業
今年度は助成金や区・他団体とのコラボイベントを通じて、地域の子どもや子育てを行っている保護者のべ305名を支援した。セミナーなどで心理学の概念をお伝えする活動から、アートや体験を通じて子どもたちを間接的に心理支援する活動まで様々な支援を実施。啓発事業の詳細を以下に示す。
· 『アートで遊ぼう！』：コープみらい助成
· 『親子で楽しむ工作研究所～フォトフレームデコレーション～』共催：コープみらい東京2ブロック
· 『心理学セミナー＆無料個別相談会』：大同生命ビジネスパーソン助成
· 『フリースペースイベント』：子どもゆめ基金
· 『だーちゃキャンプ』：子どもゆめ基金
· 豊島区ちかこイベントクラブ『不登校について考えるセミナー①』『不登校について考えるセミナー②』『コラージュ療法体験』
· 『子どもワクワクフェスタ』出展
· 『豊島不登校など生きづらさ合同相談会』出展
· 『稲門祭』出展
· 講師派遣
（4） 外部団体に対する研修講師派遣およびコンサルティング事業
　子ども支援を行う団体の人材育成講座へ2回講師派遣を行い、また若者支援を行うなかで専門的視点を必要とした他団体の相談員を対象に、当団体心理士がオンラインでコンサルテーションを実施した。
２　事業の実施に関する事項
　　　　　　　　　　　　（事業費の総費用【4,030】千円）
	定款に記載
された
事業名
	事業内容
	

	場所
	従事者
人数
	受益
対象者
範囲
	受益
対象者
人数
	事業費
（千円）

	子ども若者の居場所作り事業
	不登校や居場所を必要とする子どもを対象に、週4日程度開室するフリースクールを運営する。
	通年
	法人事務所
	10名
	心理支援・居場所支援・学習支援を必要としている子ども
	343
	3620

	
	放課後の子ども若者の居場所として、週2日程度，体験学習教室を開室する。（だちゃカフェ）
	通年
	法人事務所
	10名
	居場所支援・学習支援を必要としている子ども
	147
	

	メンタルヘルスに関わる相談及び検査事業
	主にメンタルヘルス支援を要する者に対して、オンラインまたは対面にて、カウンセリングを随時実施する。
	通年
	法人事務所、オンライン
	2名
	心理支援を必要としている子ども、保護者
	41
	209

	
	主にメンタルヘルス支援を要する者に対して、対面にて心理検査を随時実施する。
	通年
	法人事務所
	2名
	心理支援を必要としている子ども
	0
	

	子ども若者のメンタルヘルスに関わる啓発事業
	地域の子ども若者を対象とした体験イベントや、月1回程度の親の会などの子育て支援、子ども若者支援に携わる人材へのセミナー等啓発事業を実施する。
	随時
	法人事務所、東京都内、
オンライン
	5名
	心理支援を必要とする子どもの保護者
	305
	201

	外部団体に対する研修講師派遣およびコンサルティング事業
	子ども若者事業に携わる支援者を対象とした研修及びコンサルテーションを随時実施する。
	随時
	法人事務所、講演先、オンライン
	5名
	子ども・若者の支援にあたっている団体・個人
	18
	0



